
労働災害防止に取り組みましょう！
～転倒、腰痛等の労働災害防止の強化～

東京労働局・労働基準監督署

社会福祉施設の皆さまへ

出典：労働者死傷病報告

労働災害防止対策

（うち70歳以上36）

（うち70歳以上78）

～トップが発信！みんなで宣言 一人一人が「安全・安心」～

転倒腰痛等

労働者しか立ち入らない場所の点検
（事務所、駐車場、倉庫、厨房等）
水気の除去、段差の解消
４S（整理・整頓・清潔・清掃）の徹底
滑りにくい履物の着用
作業前の準備体操
身体機能の維持、向上
自転車の安全運転

介助作業で発生

（人力での抱え上げで発生）

経験3年未満の被災者が多い

高年齢者の被災者が多い

骨折等により重篤化することを認識

出張時も注意が必要

※裏面に直近の死亡災害事例
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社会福祉施設における労働災害発生状況

死亡 死傷 転倒

29%

動作の反動、無理な動作

37%

墜落、転落

5%

交通事故

8%

激突

5%

他

16%

事故の型別

（R7)

２つの型で
３分の2を
占める

～20代, 

135

30代, 

129

40代, 

184

50代, 

336

60代, 

278

70代以上, 

147
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年齢別（R7)

60歳以上が3割以上を占める

ノーリフトケア
『抱え上げない介護』の実現
福祉機器・用具の使用の徹底
環境整備と一人一人の意識改革
腰痛予防の教育の実施
作業姿勢、福祉機器の使用等
体操の実施
作業マニュアルの作成、周知

令和8年は
7月末速報値
前年比19.4％増

※過去最多超のペース！



(R8.8)

東京労働局 労働基準監督署
～トップが発信！ みんなで宣言 一人一人が「安全・安心」～

高年齢労働者の労働災害防止対策

労働災害防止対策の参考資料、参考サイト

令和8年の災害事例

働く高齢者の特性に配慮した安全な職場を目指しましょう

１ 安全衛生管理体制の確立
・経営トップによる方針表明と体制整備
・高年齢労働者の労働災害防止のためのリスクアセスメントの実施

２ 職場環境の改善
・身体機能の低下を補う設備・装置の導入（ハード面の対策）

・高年齢労働者の特性を考慮した作業管理（ソフト面の対策）

３ 高年齢労働者の健康や体力の状況の把握
・健康状況の把握
・体力の状況の把握
・情報の取扱い

４ 高年齢労働者の健康や体力の状況に応じた対応
・個々の高年齢労働者の健康や体力の状況を踏まえた対応

・心身両面にわたる健康保持増進措置

５ 安全衛生教育
・高年齢労働者、管理監督者等に対する教育

～高年齢者の労働災害防止のための指針～

管理者向け（10分44秒）

高年齢者の対策の詳細は
東京労働局HP

職場の化学物質管理の道しるべ

ケミガイド

SAFEコンソーシアムポータルサイトの活用

・指針解説の動画、資料
・補助金の概要、活用事例
・ヘルシーボディを目指しましょう など

厚生労働省作成
転倒等リスク評価
セルフチェック票

高年齢者の労働災害防止
のための指針の解説動画

エイジフレンドリー
補助金

東京労働局 高年齢 対策

各種情報は東京労働局HPに掲載

社会福祉施設向けの教育動画の活用

従業員教育用（8分440）

発生月
職種 事故の型

発生状況
年齢・経験年数 起因物

R8.5
介護職員 転倒 事業所内夜勤勤務中、窓の戸締り後フロアへ戻る際に、足元にあったサーキュレータ

につまづき膝から転倒、膝の剥離骨折、靭帯損傷、半月板断裂の負傷を負い、休業見
込期間3か月。

60歳代・10～20年未満 可動な障害物

R8.3
介護職員 転倒 通路を歩行中、清掃により濡れていた床に足を滑らせ転倒し、足を骨折する負傷を負

い、休業見込期間2か月。60歳代、1年未満 液体で濡れた床面、通路

R8.6
介護職員 動作の反動・無理な動作 一人で体格のよい利用者の移乗介助中、利用者がよろけ支えた際に、腰部に痛みが発

生し、3日間観察するも痛みが引かず病院を受診し、腰椎捻挫の診断を受け、休業見込
期間3か月。20歳代、1年未満 起因物なし

令和7年には、転倒、転落による死亡も発生しています

発生月
職種 事故の型

発生状況
年齢・経験年数 起因物

R7.11
作業者・技能者 墜落・転落

施設内階段で、コードレス掃除機で清掃作業中に階段上で転び転落、頭部を強打し、死亡。
60歳代・1～5年未満 階段、桟橋

R7.1
保健衛生 転倒 施設内のリビングにおいて、１人で洗濯物（おしぼり等）の片付け作業等をしていたところ、

何らかの理由で後方に転倒し、死亡。70歳代、1～5年未満 分類不能
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